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かけ算の「九九」の
一覧表を記したと
みられる大型木簡

1.2ま
・

16.2タ
ン

″
ｉ
ｌ
ｉ
ヽ
機
澪
．
１

藤
原
京
跡

（奈
良
県
橿
原
市
）
で
出
土
し
た

ヽ

　

唐

一輛

脚

困
一̈牒
″卜
欄

・̈算

の

「九
九
」
の
一
覧
表
だ
っ
た
と
判
明
し
た
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
が
４
日
発
表
し
た
。
役
所

で
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
実
用
的
な
九
九
木
簡

と
し
て
は
最
古
級
と
い
う
。
飛
鳥
時
代
の
役
人

も
、
九
九
を
覚
え
る
の
に
は
苦
労
し
た
？

木
簡
は
２
０
０
■
揮
い
藤
原
京
の
富
城
の
番

凛
脳^
局
コ
劉
徽
扉

「衛ぇ
蹴
ル
」
の
推
定
地
で
出

土
。
長
さ
１６
ｏ
２
彙ンヽ

幅
１
・
２
費ン
で
ヽ
大
型

の
木
簡
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。

当
初
読
め
た
の
は
九
九
の
一
部
で
、
規
則
性

が
見
い
だ
せ
な
い
た
め
、
文
字
の
練
習
用
の
木

模

』̈れ
レ
い

・降

‐し
め
し
昨
臓

Ｆ
困
躙

剰

置
で
再
判
読
し
た
結
果
、縦
に
「九
々
八
十

一
」

Ｌ
け四
九
丹

（三
十
）
六
」

「六
八
冊

（四
十

八
」

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
判
明
。

九
九
を
右
か
ら
左

に
し
て

並
べ
た
一
覧
表
で
、
そ
の
右
上
端
に
あ
た
る
と

推
測
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
見
つ

か
っ
た
一
覧
表
は
２
～
３
行
の
も
の
ば
か
り
だ

が
、５
行
は
秦
漢
時
代
（紀
元
前
３
～
紀
元
後
３

世
紀
）の
中
酬
‐Ｑ

規
制
的
な
ス
タ
イ
ル
と
い
う
。

日
本
で
九
九
が
文
字
と
し
て
確
認
で
き
る
の

は
７
世
紀
後
半
以
降
だ
が
、
古
墳
時
代
に
伝
わ

り
、
古
墳
の
設
計
な
ど
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。
読
み
書
き
と
共
に
、
古
代
の
役
人
の
基

礎
教
養
だ
っ
た
。
桑
田
訓
也
主
任
研
究
員
は

「九
九
が
す
べ
て
書
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
木
簡

は
長
さ
３３
彙ンほ
ど
に
な
る
。
持
ち
歩
く
に
は
大

き
く
、
役
所
に
置
い
て
使
っ
た
の
で
は
」
と
話

す
。
研
究
成
果
は

「奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要

２
０
２
４
」
に
掲
載
さ
れ
る
。
　

（今
井
邦
彦
）

九
々
八
十
一　
四
九
丹
六
　
六
八
冊
八

大
型
木
簡

|

対は三十、
‖は四十を意味する

馨
　
ひ
ら
が
な
カ
タ
カ
ナ
の
成
立
前
に

2″,

生
ま
れ
た
万
葉
集
は
、
す
べ
て
漢
字

あ4´ζ

で
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
万
葉

仮
名
だ
。
中
に
は
、
な
ぞ
な
ぞ
の
よ

う
な
表
記
も
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
。

あ
る
一
首
は
、
人
知
れ
ぬ
恋
が
顔
色

ア
」

「山
上
復
有
山
」
ば
、
と

い
る
。

書
濡

だ

。
出
で
ば

山
の
上
に
ま
た
山
で

「出
」

と
読

む
▼
こ
ち
ら
は
ど
う
だ
ろ
う
。
あ
の
人
と
一
夜

と
て
別
に
は
過
ご
せ
な
い
、

「二
八
十
一
」
な

い
の
に
―

と
い
う
相
聞
歌
だ
。
答
え
は

「憎

く
」
。
八
十

一
を
ク
ク
と
読
ま
せ
る
の
は
、
か

１

４

１
１

け
算
の
九
九
に
よ
る
そ
う
だ
。

「三
二
」
と
読

む
の
も
あ
っ
て
、
あ
の
暗
記
法
は
ど
う
も
古
く

か
ら
あ
る
ら
し
い
▼
奈
良
県
の
藤
原
京
跡
で
見

つ
か
っ
て
い
た
木
簡
は
、
九
九
の
一
覧
表
の
一

部
だ
っ
た
。
新
た
に
判
明
し
た
と
先
日
の
記
事

に
あ
っ
た
。
大
き
さ
か
ら
す
る
と
、
古
代
の
役

所
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
▼
九
九
は
中
国
か

ら
伝
わ
リ
ー
当
時
の
役
人
に
と
っ
て
は
す
で
に

基
礎
的
な
教
養
だ
っ
た
そ
う
だ
。
確
か
に
、
税

に
も
物
の
管
理
を
す
る
に
も
、

で
あ

っ
た
ろ
う
▼
で
も
覚
え

が
悪
い
の
は
い
た
は
ず
で
、
人
知
れ
ず

「
ニ
ニ

ン
ガ
シ
」

「
ニ
サ
ン
ガ
ロ
ク
」
と
そ
っ
と
繰
り

返
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
我
が
身
を
ふ
り
か

え
れ
ば
、
運
良
く
九
九
は
す
り
抜
け
た
が
、
高

校
で
の
三
角
関
数
に
は
泣
か
さ
れ
た
。
サ
イ
ン

コ
サ
イ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
。
呪
文
の
よ
う
な
公

式
は
、
何
度
聞
い
て
も
こ
ん
が
ら
が
っ
た
▼
万

葉
集
な
ら
ば
Ｌ
Ｌ
」Ｌ
若
八
苦
」
と
書
く
と
こ
ろ

だ
ろ
う
か
。
四
苦
八
苦
。
数
字
や
記
号
を
丸
の

み
す
る
大
変
さ
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
る
８

ま
い
。
古
代
の
役
人
に
会
え
た
ら

「よ
う
、　

。９

ご
同
輩
」
と
、
励
ま
し
あ
え
る
気
が
す
る
。　
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